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ヒナタイノコヅチ ヒユ（　　　　　　　　　科）

別名： イノコヅチ，フシダカ，コマノヒザ，サシ，イヌゲシ，ヒッツキボウ，ヤブジラミ

分布： 全国（北海道は南西部）

Achyranthes bidentata faurieivar.

主な生育場所

名前の由来：

＜生活史＞

生育期

開花・
結実期

地方の例(目安）

１年あたり　　　　　　世代

＜一言うんちく＞

＜人との関わり合い＞

　野原や荒れ地，路傍，畑，畦畔などの

陽当たりの良いやや乾いた土地によく見

られる。果実が人や動物に付着して運ば

れるため，人里やその周辺に多い。

　　　　　　　　　茎の節が太くなり，イノシシ（猪）の

手や足のかかとに見立てて猪子槌。太い節は牛

や馬の膝などにも喩えられた。

　多年草で高さ0.5-1ｍほどとなり，茎

は断面が四角形で直立し上向きの短

毛を生やす。節は太く，紫色を帯びる

ことが多く，葉は対生する。やや厚い

葉は葉脈が目立ち，両面に毛を密生

する。茎の先や葉腋から花穂をつける

が花は緑色で目立たない。果実を包

む包（ほう）の先は針状となって，衣類

などに付着しやすい。

　畑にもよく生え，強害雑草化することがある。また，草刈りの少ない畦畔に生え

たものは，放っておくと茎が硬くなり通行の邪魔となる。衣類などに果実が付着し

て運ばれることから，農業者が果実の運び手となりやすい。

　果実やそれに連なる部分に付着しやすい構造を発達させ，よく衣服などにくっつきやすい植物の果実を「ひっつきむし」と呼

び，イノコヅチは里地で見られるその代表格だが，気がつくと袖や靴紐などに果実がくっついており，少々うざったい草花でもあ

る。ただ，春の若芽はテンプラや胡麻和えにするとクセがなく食べられ，また地上部が枯れたころ採取した根を水洗いし乾燥させ

たものを牛膝（ごしつ）と呼び，利尿や強精効果があり，生の葉をよく揉むと，虫さされにも効くとされる有用植物の面も持つ。

　しばしば，茎の節の部分が異常に膨れることがありますが，これはタマ

バエの幼虫が寄生し，虫こぶとなっているからです。この虫こぶの様子を

みると，確かにイノシシの手足のようにも見えます。

【季語：秋】

凡に過ぐ日々佳かりけり牛膝　（篠崎圭介）

友だちの友だちはみなゐのこづち 　（下嶋四万歩）

＜農業との関係＞

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 １１月12月

＜俳句や短歌への登場＞

　　　　　　　　　林内や木陰などに見られるイノコヅチ（ヒカゲイノコヅチ）は，葉の質が

薄く，果実の基部に見られる耳状の膜質の付属物が大きくて目立つ。また，ヤナギの

ように葉が細くなるヤナギイノコズチもある。

花穂の様子（包の先が針状となっている）

タマバエが寄生し虫こぶとなった節

特　徴

関東

1

日向猪子槌

　学名：
アキランテス　ビデンタータ　　　　　　　　　　　ファウリエイ

＜類似種＞

環境評価研（M.T.)
長方形

環境評価研（M.T.)
長方形


